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日報をExcel出力する

車両ごとの日報を出力する 出庫/入庫日時と出庫メーターなどを入力してExcel出力します。

下図の[運行データ印刷画面]が表示されます。画面上の[運行データ印刷]               ボタンをクリックします。

①車両を選択 ( 選択すると車両名と車両番号が自動的に①に反映されます）

②出庫日時を入力

③入庫日時を入力 ( 出庫日時から 24 時間以内）

④日報番号は自動的に日付 + 番号が入ります。

⑤会社名を入力

⑥営業所名を入力

⑦出庫メーターを入力

⑧運転者名を入力

⑨[ 日報 Excel 出力 ] ボタンで　保存用ウィンドウが表示されます。

   保存フォルダ、ファイル名を指定し Excel データを保存します。

⑩[ 終了 ] ボタンでウィンドウを終了します。

①

②
③

④
⑤
⑥
⑦

⑧

⑩ ⑪

はじめに日報を出力したい車両を選択してください。

※

※保存用ウィンドウ
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Excelで日報を開く

開始日時

① 実際の作業状況をプルダウンから選択してください。
② 走行場所を必要に応じて変更してください。
③ 積載状況の有無は必要に応じて記入してください。
④ 積載重量を記入してください。
⑤ 積載個数を記入してください。
⑥ 店着温度（荷台の温度）を記入してください。
⑦ 給油量 (ℓ) ⑧ 通行料 ⑨ その他費用は必要に応じて記入してください。
⑩ 点呼日時 ⑪ アルコール判定日時は必要に応じて記入してください。

日報を印刷する際には下記の項目を編集してください。

評価点について
安全評価 : 100 から速度オーバー回数を引いた値 ( 0 ～ 100 点 )
経済評価 : 100 から ( 急加速回数＋急ブレーキ回数＋アイドリング回数 ) を引いた値 ( 0 ～ 100 点 )
総     合  : 安全評価と経済評価の平均

出力した運転日報データをExcelで編集します。

  Excel   が起動すると画面の左上に右図のボタンが表示されます。
「Click to refresh」を押してください。下図のようにデータ
  が反映されます。なお、マクロが無効ですと動作しませんので
  マクロを有効にしてください。

※ 

※ Microsoft Excel　バージョン 2007 以降に対応しています。

0ℓ

※オプションのリモコンを使用した場合は、押した作業状態などが出力されます。
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データの統計

データの統計を表示・Excel保存
運行データの日/または月の統計を表示します。複数の車両のデータを一度に表示できます。

下図の[日/毎月統計の照会]が表示されます。

画面上の[日/毎月統計の照会]               ボタンをクリックします。

チェックした車両の日付別、または月別の運行時間、運行距離、平均速度、各項目の抽出回数を
表示します。Excel 保存もできます。

①車両を選択

①車両を選択

②日付または月を選択

③統計ボタンをクリック

③統計ボタンをクリック

⑤

④各項目の統計データが表示されます。

④各項目の統計データが表示されます。

⑤Excel保存ボタンをクリックするとExcel保存できます。

⑤Excel 保存ボタンをクリックすると Excel 保存できます。

②日付または月を選択



運転者の管理
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日付を指定して走行データを運転者ごとに照会できます。

下図の[日付/運転者の管理画面] が表示されます。

画面上の[日付/運転者の管理画面]                ボタンをクリックします。

①日付 ( 期間）を選択→統計ボタンをクリックすると、指定した期間の走行データが抽出されます。

②ドライバーを選択→統計ボタンをクリックすると、①で指定した期間の走行データのなかで、指定した
　ドライバーの走行データだけが抽出されます。

③終了ボタンをクリックして画面を閉じます。

[日付 /運転者の管理画面 ] 日付と運転者を指定して運行データを抽出できます。

①日付を指定

統計ボタンをクリック 統計ボタンをクリック

②ドライバーを選択 ③終了③終了



マップでデータを分析
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 日計レポート 車両と期間を選択し、1日の運行データの一覧を表示します。

車両と期間と項目を選択して分析結果一覧を表示します。場所をマップで確認できます。

①車両を選択
②期間を選択
③日計レポートをクリック
④運行データ一覧表示
⑤地図で位置情報を確認

運転レポート

1

1

2

2

3

6

3

4

4

5

5

ドライブレコーダー連携ボタン
使用する場合は設定が必要です。
( 設定26ページ ③）



マップでデータを分析
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1

2

3

4

5

 区間別レポート

 ヒヤリハット

 急加速

 急減速

１秒間の速度差（減少）が
16km/h 以上のとき

車両と期間を選択し、エンジンをかけてから停止するまで
の運行データの一覧を表示します。

①車両を選択
②期間を選択
③区間レポートをクリック
④運行データ一覧表示
⑤地図で位置情報を確認

車両と期間を選択し、ヒヤリハットデータを抽出します。

①車両を選択
②期間を選択
③ヒヤリハットをクリック
④運行データ一覧表示
⑤地図で位置情報を確認

車両と期間を選択し、急加速データを抽出します。

①車両を選択
②期間を選択
③急加速をクリック
④運行データ一覧表示
⑤地図で位置情報を確認

１秒間の速度差（増加）が
設定速度を超えたとき※

車両と期間を選択し、急加速データを抽出します。

①車両を選択
②期間を選択
③急減速をクリック
④運行データ一覧表示
⑤地図で位置情報を確認

１秒間の速度差（減少）が
設定速度を超えたとき※

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

※設定値は 9ページ車両管理画面で登録します。変更も可能です。

※設定値は 9ページ車両管理画面で登録します。変更も可能です。

ドライブレコーダーの動画との連携も可能です。( 23ページ参照 )

ドライブレコーダーの動画との連携も可能です。( 23ページ参照 )

ドライブレコーダーの動画との連携も可能です。( 23ページ参照 )



マップでデータを分析
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 燃費

※
 エコドライブ 設定速度で設定秒数以上

運行したとき

車両と期間を選択し、速度超過
(スピードオーバー)データを抽出します。

車両と期間を選択し、アイドリングデータを
抽出します。

①車両を選択
②期間を選択
③エコドライブをクリック
④運行データ一覧表示
⑤地図で位置情報を確認

 アイドリング
※

設定秒数以上、設定速度
以内で運行したとき

車両と期間を選択し、燃費データを表示します。

①車両を選択
②期間を選択
③燃費をクリック
④燃費データ一覧表示
⑤地図は事前に表示されていた情報です。
　燃費情報には関係ありません。

速度超過 (スピードオーバー )

※設定値は9ページ車両管理画面で登録します。変更も可能です。

※例）設定速度 80km/h 設定秒数 10秒の場合
　時速 80kmで 10秒以上運行したデータの抽出

※例）設定速度 5km/h 設定秒数 330秒の場合
　5分 30秒以上、時速 5km以内で運行したデータの抽出

燃費情報管理で入力したデータが反映されます。
燃費情報管理の説明をご参照ください。

1

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3
4

5

※設定値は9ページ車両管理画面で登録します。変更も可能です。

2



ドライブレコーダー連携
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ドライブレコーダーで録画したデータが入っているSDカードをパソコンに挿入します。
再生したいデータの行のSDカードの列の再生ボタンをクリックすると発生時間の動画が再生されます。
動画が存在しない場合は再生されません。

再生したいデータの行のＰＣの列の再生ボタンを
クリックすると「フォルダーの参照」画面が表示されます。
保存してあるフォルダを選択すると動画が再生されます。
動画が存在しない場合は再生されません。

①SDカードに入っているドラレコ動画データの再生

②パソコンに保存してあるドラレコ動画データの再生

( フォルダーの参照画面 )

( 動画が存在しない場合 ) (ＳＤカード未挿入の場合 )

( Windows Media Player で再生 )

① ②

「ヒヤリハット」・「急加速」・「急減速」の抽出データを
 表示すると再生ボタンが表示されます。

デジタコデータと連携した動画の再生
「ヒヤリハット」「急加速」「急減速」で抽出したデータとドライブレコーダーの動画が連動し、再生できます。
※指定のワーテックスのドライブレコーダーのみ連携可能です。

 ヒヤリハット  急加速  急減速

※ 使用前にシステム設定画面で
　 ドライブレコーダー連携を
　 使用するに設定してください。

26 ページ③



 運転レポート

車両と期間を選択し、運転レポートを出力します。

①車両を選択 ②期間を選択 ③運転レポートをクリック
④レポート一覧が表示されます。
⑤[グラフ表示]ボタンをクリックします。

⑥グラフが表示されます。
⑦[出力]で印刷プレビューが表示されます。

1

2

3

4

5

6

7

7

運行データ選択で前の一覧表に戻ります。

表示単位を選択して検索ボタンをクリックすると、
表示が変更されます。

印刷 出力

PDFまたはJPEG形式に保存できます。

ズームアップ　   ズームアウト 全画面

主な運行区域を入力すると印刷画面に反映されます。

ボタンをクリックした後、下記画面が表示されます。印刷、またはPDF、JPEG型式に保存できます。

ボタンで終了します。

マップでデータを分析

24



各項目の分析結果を下図のような Excel のデータとして保存します。
[Excel 保存 ] ボタンをクリックして名前をつけて保存してください。

各項目の分析結果を右図のように印刷できます。
[ 印刷 ] ボタンをクリックしてプリンターを選択
して印刷してください。

各項目の分析結果をExcelに保存したり、印刷したりすることができます。

Excel 保存

印刷

※運転レポートは、　　　　　　　　　では出力することができません。※出力は２4ページ参照

分析項目のExcel保存・印刷　

25

18 18

18

18

18

↑分析結果

各項目

日計レポート

ヒヤリハット
急加速
急減速

エコドライブ
アイドリング

区間別レポート

運転レポート
燃費

※



画面上の[システム設定]               ボタンをクリックします。

[パスワード変更][マップ開始位置設定][バックアップ/復旧]などをする画面です。

①パスワード変更：現在のパスワードを入力後、新しいパスワードを2回入力して[変更]ボタンをクリックしてください。

で画面を移動しクリックすると手動で座標を決定できます。
をクリックして位置情報を変更します。

※緯度と経度については、[地図を開く]
　ボタンで地図を開いて確認してください。

※マップのバージョンによって異なることがあります。

地図上の任意の場所をクリックします。

変更
地図を開く

⑤

④

③ドライブレコーダー連携：

④距離表示補正：

⑤バックアップ/復元/初期化の詳細については次ページ参照

連携をする場合、使用するを選択し、変更ボタンをクリックします。

再生する Player は初期設定で Windows Media 
Player に選択されています。 
特に Player の変更の必要はありません。

※WATEX の専用ビューアーを選択しても
　再生できないのでご注意ください。

補正したい値を選択し、[変更 ] をクリックすると適用されます。

（例）200kmの距離表示に補正を5％かけた場合

　　  補正後は200+200×0.05＝210ｋｍとなります。

ボタンをクリックしたときに表示される位置です。

②マップ開始位置：マップ開始位置の座標を設定します。

システム設定

26

スクロールして地図を
動かし、クリック
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運行データ、 給油データを初期化

バックアップ/復元

データベース初期化

車両設定機能

ファイル管理機能

バックアップするとき

をクリックして保存先を指定
をクリックして保存

をクリックして復元

復元するとき

をクリック パスワードを入力して         をクリック　

をクリックして保存したデータベースを選択

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

バックアップ /復元 :車両登録、グループ登録、給油データ、運行データなどをバックアップすることができます。
  万が一、パソコンやソフトが故障した時も、再インストールしたあとにデータを復旧できます。
データベースの初期化 : 運行データ、給油データを初期化（消去）します。車両登録やグループ登録はそのまま残ります。
   車 両 設 定 機 能 : 車両登録時の車両設定の初期値を変更できます。
   ファイル管理機能  : 指定日以前のデータを消去できます。指定した期間のデータベースを csv ファイルで保存できます。

データ削除するとき

データベースを csv ファイルに保存するとき

日付を選択 をクリックして削除

車両登録時の車両設定値を入力
車両登録時の車両設定値を変更

をクリックして反映

1 2日付を選択 をクリックして出力保存

データ削除時のメッセージ

「データベースのバックアップ」 タブを選択

「データベースの復元」 タブを選択

「データベースの初期化」 タブを選択

「車両設定機能」 タブを選択

「ファイル管理機能」 タブを選択



プログラムのアンインストール

[コントロール パネル]画面を表示します。

[プログラム]の[プログラムのアンインストール]をクリックします。

[プログラムと機能]画面が表示されるので、利用者ソフトウェアVERSION＊を選択し、[アンインストール]、

または[アンインストールと変更]をクリックします。

画面の指示にしたがい、アンインストール作業を行います。

以上で操作は完了です。再起動を求められる場合があります。

Windows  Windows 7 をご利用の場合

画面左下の windows7 アイコンをクリックして [ コントロールパネル ] をクリックします。 

Windows 8 / Windows 8.1 の場合

キーボードの      ［ スタート ］ + [ X ] キーを同時に押すと、 [ コントロールパネル ] が選択できます。 

Windows 10 の場合

キーボードの      ［ スタート ］でスタートメニューを表示し、[Windowsシステムツール]の中から
[コントロールパネル]が選択できます。

1.

2.

3.

■記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。

株式会社ワーテックス

URL  http://www.watex-net.com/

【本社所在地 】〒 373－0004
群馬県太田市強戸町162番地13

株式会社ワーテックス

受付時間： 月～金  9：00～12：00  /  13：00～17：30
(土日祝祭日・年末年始などの定休日ならびに特別休業日を除く当社営業日)

     0120-25-3930
お客様サポートセンター


